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表1 木質チップ製造事業の採算性試算

図4 チップ保管試験におけるシート被覆の効果（2020年）
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図5 移動式チッパーの作業分析

図1 天然乾燥と移動式チッパーによる木質チップ燃料の供給（当別町）
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木質チップ燃料の生産施設を有しない自治体において，木質バイオマスを暖房用燃料として供給することを計画

する上で，乾燥とチップ化が課題

となります。そこで当別町をモデ

ル地域として，天然乾燥と移動式

チッパーにより（図1），ボイラー

が要求する品質の木質チップ燃料

を供給可能か検証したので報告し

ます。

2林産試だより 2024年7⽉号

天然乾燥と移動式チッパーによる木質チップ燃料の供給

利用部 バイオマスG 山田敦

https://www.hro.or.jp/forest/research/fpri/koho/default/dayori.html

https://www.hro.or.jp/forest/research/fpri/koho/default/dayori.html

●特集『令和6年（2024年）北海道森づくり研究成果発表会』パートⅡ

①丸太の天然乾燥

ボイラーが要求する水分にまで乾

燥するためには，3カ月以上の期間

が必要であることを明らかにしまし

た（図2・3）。イゲタに積んだり，

シートを掛けることにより，乾燥期

間を短縮することが可能となります。

②木質チップ燃料の保管

チップを屋内及び屋外（ブルー

シート被覆・透湿シート被覆・被覆

なし）に保管して，水分推移を調査

しました（図4）。屋外でもシート

で被覆して雨水の侵入を防ぐことに

より，一定の乾燥効果が期待できま

す。

③木質チップ燃料の製造コスト

作業分析及び事業の採算性試算を

行いました。通直な間伐材より形状

が複雑で硬い河川支障木等の方が，

生産性が劣りコスト高となりました

（図5）。設定単価2.0万円/t以上であ

れば利益を得ることが可能であるこ

とを明らかにしました（表1）。

現在，当別町では河川支障木を丸太段階で天然乾燥して，町内3施設のバイオマスボイラーに木質チップ燃料を

供給しています。今後，この取り組みを廃校などの未活用施設や自然エネルギーを活用した生産モデルとして，木

質バイオマスエネルギーの導入を予定している市町村等に紹介していきます。
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